
 

 

【演習問題４：文書作成問題】 

 



地震災害対策 

 

対策１：水や食料を備蓄する。ライフラインが止まっても自力で生活ができるように飲料水や

非常食などを最低 3 日間以上備蓄する。 

 

対策２：非常用持出袋を準備する。自宅が被災したときは安全な場所に避難しそこで避難生活

を送ることになる。そのため，非常時に持ち出すものをあらかじめリュックサックなどに詰め

ておき，いつでもそれをすぐに持ち出せるようにする。 

 

対策３：家具を固定する。地震が発生した場合には，倒れてきた家具の下敷きになって亡くな

ったり，けがを負ったりすることがある。「地震の発生時には家具は必ず倒れるもの」と考えて

家具を固定する。 

 

対策４：避難場所と避難経路を確認する。避難場所を事前に確認するとともに，そこまでの経

路およびその経路が避難時に安全かどうかを事前に確認する。 

 

対策５：連絡方法などを決める。地震災害時に家族がバラバラになったときに備え，家族間で

の連絡方法や待ち合わせ場所を事前に決める。例えば，災害用伝言ダイヤルを活用するのも家

族間での連絡方法の 1 つである。 
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